
町政見聞録 18 号

『今のままでは、毛呂山町は大変なことになる』『税金の負担が重い』『商売をやめようと思う』私は、連

日町内を歩いて廻り、多くの町民の皆様の声を聞いていますが、こんな悲しみや怒りの声が毎日痛いほど

伝わってきます。これからも、私は、町民の方々と同じ目線に立ち、今何が必要かを１つづつ解決してい

くことで、安心・安定した行政運営に努めます。そのためには、議会との情報共有、政策集団としての町

職員と具体的に行動する組織づくりを構築します。少子高齢化という国難に立ち向かうために、今正に若

者が毛呂山町に来てくれる環境づくりをし、希望あふれる成長する町を皆様と共につくって行こうではあ

りませんか。必ずご期待にお応えします。	 岡部かずお（URL：http://kazuo-club.com）

〒 350-0451　埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷 227
TEL：049-294-0018　FAX：049-294-5345

岡 部 か ず お 事 務 所岡部かずお後援会（毛呂山町議会議員）

討議資料
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健康・長寿の町へ
若者が定住する町へ
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5つの全力投球!
岡 部 か ず お

財源確保
積み上げた信頼、豊富な人脈で財源確保
●「エンピツ一本地元で買い物」を貫き、地場産業・町内商工業者を後押しする。
●国・県の補助金を活用し地域通貨、商品券発行、空き店舗対策事業の推進。
●スピーディーに自らトップセールスマンとなり、企業誘致の結果を出す。

人口増加
未来投資・若者への定住政策
●学校給食費の半額を公費負担。漢検・英検の受験料公費負担。
●町内に家を買う子育て世代に最大 50 万円の支援金制度。
●町をあげて町内事業所に、地元雇用の促進を最大限の要望をする。

健康・長寿
埼玉医大・毛呂病院・開業医との連携
●長寿日本一。埼玉医大・地元医師会・開業医との連携を強化する。
●生活困窮者への国の支援の受け皿として、社会福祉協議会の組織強化。
●バリアフリー化した新しい高齢者施設を市街地へ設置。

観光行政
町の PRマスコミを最大限活用
●出雲伊波比神社を流鏑馬祭りと縁結びと商売繁盛のパワースポットとして財源

を確保しつつ観光資源として最大限活用。
●土地利用を見直し、観光施設（お土産・食事処）の立地を促進。
●鎌北湖、箕和田湖、鎌倉街道、バラ園、花はす、各地区のお祭り、サマーフェスティ

バル、産業まつり、ウォーキング大会、マラソン大会を全ての観光資源として
さらに PR。

●柚子の効用を（血糖値・中性脂肪値の低下、認知症予防）さらなる販売促進に活用。

行政運営
超親切「役場」にし、町内の最大サービス業と位置づける
●町民の要望には、「できる」「できない」「何日かかる」を 3 日以内にお答えする。
●「お・も・て・な・し」精神で、町民目線に立った職員の意識改革を実行。
●日曜日の半日開庁。
●自主防災組織と高齢者見守りを充実させるため職員の地区担当制を実施。
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岡部かずおプロフィール
昭和 33 年５月17日　毛呂本郷に生まれる
昭和 49 年３月　　　毛呂山中学校卒業
昭和 52 年３月　　　県立松山高校卒業
昭和 57 年３月　　　東洋大学経済学部卒業
昭和 62 年８月　　　毛呂山町議会議員
　　　　　　　　　初当選以来連続当選

【主な経歴】
　・毛呂山町議会議長１期
　・毛呂山町議会副議長２期
　・西入間広域消防組合議会議長
　・毛呂山町法人会副会長
　・毛呂山町商工会副会長

盟友 大塚拓衆議議員と

平成 27 年１月 13 日上田知事と丸木名誉理事長と

町づくりを真剣に考える商工会青年部の仲間達と

東洋大学後輩世界の村田諒太選手


